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今
年
９
月
、「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺
産
群
」が
ユ
ネ
ス
コ
の
定
め

る
世
界
遺
産
の
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、九
州
・
山
口
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
近
代
化
産
業
遺
産
が
、幕

末
か
ら
明
治
ま
で
の
極
め
て
短
期
間
に
飛
躍
的
な
進
展
を
遂
げ
た
わ
が
国

の
近
代
工
業
化
の
歴
史
を
示
す
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

６
県
11
市
に
ま
た
が
る
22
カ
所
の
構
成
資
産
の
う
ち
４
つ
の
遺
産
が
本

市
に
所
在
。遺
産
群
の
歴
史
と
そ
の
価
値
を
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

世界遺産とは
国境を越えて今日に生きる世界中の人々が共有し、次の世代に受け継

ぐべき、貴重な宝物。ユネスコ(国連教育科学文化機関)が世界遺産条約
に基づき登録を行っています。
2008年7月現在の世界遺産リスト登録件数は878件。文化遺産(記念

物や遺跡、文化的景観など)が679件、自然遺産(地形や地質、生態系、景
観、絶滅のおそれのある動植物の生息地など)が174件、複合遺産(文化
遺産と自然遺産の両方の価値を兼ね備えている遺産)が25件あります。

特 
集

� 【特集】日本近代化の夜明け



１
８
４
０
年
、日
本
に
衝
撃
が
走
り
ま
す
。日
本
に

と
っ
て
畏
怖
の
対
象
で
あ
っ
た
大
国
・
清
が
ア
ヘ
ン

戦
争
で
イ
ギ
リ
ス
に
敗
れ
た
の
で
す
。

中
で
も
琉
球
を
勢
力
下
に
置
き
、欧
米
列
強
か
ら

の
圧
力
や
影
響
を
大
き
く
受
け
る
地
理
的
環
境
に

あ
っ
た
薩
摩
藩
と
長
崎
の
警
備
を
担
当
し
て
い
た
佐

賀
藩
は
大
き
な
危
機
感
を
持
ち
、軍
事
力
の
強
化
を

目
指
し
、い
ち
早
く
鉄
製
大
砲
の
鋳
造
な
ど
に
取
り

組
み
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、時
代
は
開
国
前
。外
国
か
ら
得
ら
れ
る
技

術
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。長
崎
の
出
島
を
通
じ
て

入
手
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
書
を
翻
訳
し
た
も
の
が

唯
一
の
情
報
源
。薩
摩
藩
で
は
、先
に
反
射
炉
の
建
設

に
成
功
し
て
い
た
佐
賀
藩
か
ら
技
術
書
を
譲
り
受

け
、反
射
炉
の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
技
術
書
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な

か
っ
た
部
分
を
埋
め
た
の
が
薩
摩
の
伝
統
的
な
技
術

で
し
た
。耐
火
レ
ン
ガ
に
は
薩
摩
焼
の
陶
工
た
ち
の

技
術
が
、土
台
の
石
垣
は
五
大
石
橋
な
ど
で
培
わ
れ

た
石
工
た
ち
の
技
術
が
生
か
さ
れ
ま
し
た
。技
術
を

集
め
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、着
手
か
ら
６
年
後
の

１
８
５
７
年
、よ
う
や
く
満
足
の
い
く
鉄
を
取
り
出

せ
る
反
射
炉
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
西
洋
先
進
諸
国
の
技
術
書
を
日
本
の
伝
統
技

術
と
融
合
さ
せ
て
自
力
で
近
代
化
を
目
指
す
と
い
う

取
り
組
み
が
、日
本
の
近
代
化
の
第
一
歩
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

アヘン戦争から10年後の1851年に薩摩藩主に就任した島津斉彬は、日本の
植民地化を防ぐためには、軍事力の強化だけではなく、国を豊かにする必要が
あると考えました。そのため、造砲、造船、製鉄といった事業を核にしながら、紡
績、ガラス、印刷、農業といったさまざまな産業分野への取り組みを進めました。
その取り組みが「集成館事業」です。
斉彬は藩主就任からわずか７年で病死しましたが、斉彬の唱えた「富国強兵・
殖産興業」は、明治政府へ継承され、飛躍的な近代化の礎となりました。

アヘン戦争に危機感を持った薩摩藩
が、造砲、造船、製鉄、紡績、ガラス､印刷
などの富国強兵・殖産興業政策を行っ
た、日本で初めての工業コンビナート。

近
代
化
の
産
声

強く、そして豊かな日本を

島津 斉彬（尚古集成館蔵）

反射炉復元模型（尚古集成館）
完成した反射炉は土台の石垣が東西23メートル南北40メートル、耐火レンガを積み上げ作られた炉塔は、高さ20メートルにも及んだ

仙巌園内に残る反射炉跡

自
力
に
よ
る

近
代
化
を

目
指
し
て

遺産名：旧集成館

知
っ
て
い
ま
す
か
？
世
界
遺
産 

❶

法隆寺地域の仏教建造物（1993年）
姫路城（1993年）
古都京都の文化財（1994年）
白川郷・五箇山の合掌造り集落（1995年）
原爆ドーム（1996年）
厳島神社（1996年）
古都奈良の文化財（1998年）
日光の社寺（1999年）
琉球王国のグスク及び関連遺産群（2000年）
紀伊山地の霊場と表参道（2004年）
石見銀山遺跡とその文化的景観（2007年）

文化遺産
（11件）

自然遺産
（３件）

屋久島（1993年）
白神山地（1993年）
知床（2005年）

日本国内にある世界遺産

屋久島の縄文杉
（（社）鹿児島県観光連盟提供）
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１
８
６
２
年
の
生
麦
事
件
を
き
っ
か
け
に
、

翌
１
８
６
３
年
、イ
ギ
リ
ス
軍
艦
７
隻
が
鹿
児

島
湾
に
来
航
、薩
英
戦
争
が
勃
発
し
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
艦
隊
は
最
新
式
の
ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ
砲
が
威
力
を
発
揮
。斉
彬
が
作
ら
せ
た

砲
台
、大
砲
に
よ
り
辛
う
じ
て
大
敗
を
喫
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、こ
の
戦
い
に
よ
っ

て
、薩
摩
は
先
進
国
と
の
技
術
力
の
差
を
再
認

識
し
、自
力
だ
け
で
の
近
代
化
か
ら
方
針
を
転

換
、西
洋
先
進
諸
国
か
ら
の
積
極
的
な
技
術
導

入
を
始
め
る
端
緒
と
な
り
ま
し
た
。

世界遺産登録に先立ち、各国がユネスコに提出するリスト。各国内で世界遺産登録申請を目
指すにふさわしいと認められた物件が登録されています。文化遺産についてはこのリストに掲
載されていることが世界遺産登録の前提であり、日本の暫定リストには「古都鎌倉の寺院・神
社ほか」「彦根城」「富士山」など9件がすでに登録されていますが、このたび、「九州・山口の近
代化産業遺産群」や大阪府の「百舌鳥（もず）・古市古墳群」などの5件の文化遺産が追加され
ることになりました。

積
極
的
な
技
術
導
入

へ
の
転
換
点

西
洋
技
術
の

積
極
的
な

導　　
　

入

西
洋
技
術
の

積
極
的
な

導　　
　

入

福田 一良さん

世界遺産として登録されるためには、「顕著な普遍的価
値」を持つことが前提で、「人類の創造的才能を表す傑作
であること」「ある期間、ある文化圏において、建築物、技
術、記念碑、都市計画、景観設計の発展における人類の価
値の重要な交流を示していること」など10項目の基準のう
ち少なくとも1つを満たしていると判断される必要がありま
す。また国内において万全な保護を行うことも必要不可欠
とされています。

登録の基準は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

世

界

遺

産

❷

知
っ
て
い
ま
す
か
？

世

界

遺

産

❸

暫定リストとは

薩
英
戦
争
後
、薩
摩
藩
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
和
解
、関
係
修
復
に
力
を
注
ぎ
、２
年
後

の
１
８
６
５
年
に
は
、近
代
技
術
を
学
ぶ
た
め
、藩
の
優
秀
な
青
少
年
を
留
学
生
と

し
て
イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
。１
８
６
７
年
に
は
日
本
初
の
洋
式
紡
績
工
場
で
あ
る
鹿
児

島
紡
績
所
の
建
設
と
操
業
の
指
導
の
た
め
に
、イ
ギ
リ
ス
か
ら
７
人
の
技
術
者
を
招

聘
し
ま
し
た
。旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館（
異
人
館
）は
こ
の
遠
い
国
か
ら
や
っ
て
き

た
技
術
者
の
た
め
の
宿
舎
で
し
た
。

鹿
児
島
紡
績
所
が
日
本
の
機
械
紡
績
工
場
の
原
点
で
あ
り
、イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
直

接
技
術
を
学
ん
だ
技
術
者
た
ち
が
そ
の
後
日
本
各
地
に
ち
ら
ば
り
、日
本
の
紡
績
業

の
驚
異
的
な
発
展
の
立
役
者
と
な
り
ま
し
た
。

群馬から社員旅行で来ました。

今回は「鹿児島ぶらりまち歩き」

の磯地区をめぐるコースに参加。磯

地域には近代化遺産がコンパクト

にまとまっていて歩いてまわるのに

ぴったり。ガイドさんに遺産につい

て詳しく教えてもらえました。

私たちの住む群馬県も「富岡製

糸工場と絹産業遺産群」が世界遺

産の暫定リストに記載されていて、

登録へ向けてがんばっているんで

すよ。世界遺産登録のために地元

が一体となって取り組んでいくのは

とてもいいことですね。

技
術
を
求
め
て

鹿児島紡績所写真（尚古集成館蔵）

新波止砲台は、鶴丸城の正面に位置す
る砲台として重視され、薩英戦争時には
11門の大砲が据えられていました。

遺産名：新波止砲台跡
イギリスから機械を導入して創業した日本最初

の機械紡績工場である鹿児島紡績所での指導に
あたったイギリス人技術者のための宿舎であり、幕
末から明治初期における洋館として貴重な建物。

遺産名：旧鹿児島紡績所技師館

薩英戦争絵巻（維新ふるさと館蔵）
奮戦する薩摩藩の砲台の様子が描かれている

観光客の声

へ
い

は と

し
ょ
う
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１
８
６
２
年
の
生
麦
事
件
を
き
っ
か
け
に
、

翌
１
８
６
３
年
、イ
ギ
リ
ス
軍
艦
７
隻
が
鹿
児

島
湾
に
来
航
、薩
英
戦
争
が
勃
発
し
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
艦
隊
は
最
新
式
の
ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ
砲
が
威
力
を
発
揮
。斉
彬
が
作
ら
せ
た

砲
台
、大
砲
に
よ
り
辛
う
じ
て
大
敗
を
喫
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、こ
の
戦
い
に
よ
っ

て
、薩
摩
は
先
進
国
と
の
技
術
力
の
差
を
再
認

識
し
、自
力
だ
け
で
の
近
代
化
か
ら
方
針
を
転

換
、西
洋
先
進
諸
国
か
ら
の
積
極
的
な
技
術
導

入
を
始
め
る
端
緒
と
な
り
ま
し
た
。
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術
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知
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て
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す
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世

界

遺

産

❸

暫定リストとは

薩
英
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後
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イ
ギ
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注
ぎ
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年
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１
８
６
５
年
に
は
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代
技
術
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学
ぶ
た
め
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の
優
秀
な
青
少
年
を
留
学
生
と

し
て
イ
ギ
リ
ス
に
派
遣
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８
６
７
年
に
は
日
本
初
の
洋
式
紡
績
工
場
で
あ
る
鹿
児

島
紡
績
所
の
建
設
と
操
業
の
指
導
の
た
め
に
、イ
ギ
リ
ス
か
ら
７
人
の
技
術
者
を
招

聘
し
ま
し
た
。旧
鹿
児
島
紡
績
所
技
師
館（
異
人
館
）は
こ
の
遠
い
国
か
ら
や
っ
て
き

た
技
術
者
の
た
め
の
宿
舎
で
し
た
。
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紡
績
所
が
日
本
の
機
械
紡
績
工
場
の
原
点
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り
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ギ
リ
ス
人
か
ら
直

接
技
術
を
学
ん
だ
技
術
者
た
ち
が
そ
の
後
日
本
各
地
に
ち
ら
ば
り
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本
の
紡
績
業

の
驚
異
的
な
発
展
の
立
役
者
と
な
り
ま
し
た
。
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新波止砲台は、鶴丸城の正面に位置す
る砲台として重視され、薩英戦争時には
11門の大砲が据えられていました。

遺産名：新波止砲台跡
イギリスから機械を導入して創業した日本最初

の機械紡績工場である鹿児島紡績所での指導に
あたったイギリス人技術者のための宿舎であり、幕
末から明治初期における洋館として貴重な建物。
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九州・山口の近代化産業遺産群―非西洋世界における近代化の先駆けの全体像

非西洋世界で近代化の先駆けをなした日本の原点非西洋世界で近代化の先駆けをなした日本の原点

【
経
済
大
国
・
日
本
へ
】

西
洋
技
術
の

積
極
的
な

導　　
　

入

近代化遺産は、自分たちのまわりに当たり前にありすぎて、見逃してしまいがち。
例えば今回、世界遺産候補のひとつとして選ばれた「新波止砲台跡」などは、その存
在に気づいていた人は少ないのではないでしょうか。「水族館の近くに古くさい防波
堤があるなあ・・・」と思っている人はいたかもしれませんが。
一つ一つの遺産には物語があり、その物語はさまざまな広がりを見せています。

そして物語は今の私たちの生活にもつながっているんです。今回暫定リストに登録さ
れた4カ所の遺産からつながっている物語もあるし、4カ所の遺産へつながっている物

語もあります。
「近代化遺産をかたろ会」は、そんな物語をみんなで「かたろうよ」という思いから立ち上
げたもの。まずは、語り合い、知ることで、見方が変わるし、「何だか近代化遺産ってすごい
かも」と思う人はきっと増えてくれると思います。

また語り合うことはネットワークを広げることにも。鹿児島だけに限らず、長崎や熊
本、佐賀などの人たちと語り合い、それぞれの地域にある遺産がどのような物語で
つながっているのか。その全体に広がるドラマがきちんと見えることによって、九
州・山口といった広い範囲でもスムーズな協力体制ができると思います。
私たちの役割は、研究者の研究の成果をみなさんに分かりやすく、楽しく伝える
こと。研究者だけが遺産のすばらしさを知っているというのは、とてももったいない
と思うんです。市民が、地元にある遺産や歴史のすばらしさ、おもしろさに気付

いてこそ、世界遺産に登録される道は広がり、登録をされる意味も出てく
ると思っています。

○物件の所在する都道府県、市町村が共同で提案書
を作成し国に提出
○国による審査
○国の世界遺産暫定リストに追加
○ユネスコ世界遺産センターに暫定リストを提出
○推薦準備作業（「顕著な普遍的価値」の証明、「国内
における万全な保護措置」）
○暫定リストの中から条件が整ったものを、原則として
1年に1件ユネスコに推薦
○推薦された物件に関してユネスコの諮問機関・イコ
モスによる現地調査
○イコモスの報告に基づき世界遺産リストへの登録の
可否を決定

九州・山口の近代化産業遺産群は、暫定リストに追加さ
れることが決まりました。今後は本登録に向けて、推薦準
備作業を進めます。

登録までの流れ

知っていますか？
世 界 遺 産 ❹

島
津
斉
彬
に
始
ま
っ
た
集
成
館
事
業
は
、彼
の
死
後
、一
時
的
に
衰
退
し
ま
し
た

が
、島
津
久
光
、忠
義
に
よ
り
復
興
さ
れ
、さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

旧
集
成
館
機
械
工
場
は
洋
風
の
石
造
建
築
と
し
て
は
日
本
最
古
の
も
の
。完
成
当

初
か
ら「
ス
ト
ー
ン
ホ
ー
ム
」と
呼
ば
れ
て
い
た
た
め
、イ
ギ
リ
ス
人
に
よ
る
建
築
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、洋
風
建
築
へ
の
理
解
不
足
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、日
本
人
が
独
学
で
建
設
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。壁
に
は
昔
か
ら
鹿
児
島

で
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
溶
結
凝
灰
岩
が
使
わ
れ
、鹿
児
島
な
ら
で
は
の
洋
風
建
築
と

い
え
ま
す
。こ
こ
に
、外
か
ら
の
技
術
を
う
ま
く
自
分
た
ち
の
文
化
に
融
合
さ
せ
る

と
い
う
、現
在
の
技
術
大
国
・
日
本
の
片
り
ん
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
最
大
・
最
高
水
準
の
技
術
力

第
一
段
階

第
二
段
階

世界遺産に登録

国内産業の発達に伴
い、鉄に対する需要が高
まり、ドイツ技術の移植
によって官営八幡製鐵
所が設立されました。こ
れは軽工業中心に発展
してきた日本の産業構
造が重工業に移行して
いく新たな出発点となり
ました。

【遺産名】
官営八幡製鐵所関連
遺産（北九州市）

重工業化への転換

世界史的
意義

・日本の伝統技術と西洋技術との融合
・海外との積極的な交流
・石炭による世界的な海運への貢献
・極めて短期間（約50年間）での近代化の達成

ま
ず
は
、

み
ん
な
で

「
か
た
ろ
う
」

近代化遺産をかたろ会　事務局長　東川　隆太郎さん

薩摩藩がオランダの機械を導入して建
設した洋式機械工場。長崎製鉄所で技
術を習得した日本人技術者が招かれ、指
導に当たりました。

遺産名：旧集成館機械工場

外国船への石炭補給
や国内産業の発展に伴
うエネルギー源として
石炭需要が増加。九州
から産出される石炭が
それを支えていました。

【遺産名】
高島炭田関連遺跡（長
崎市）、三池炭田関連
遺産（大牟田市、荒尾
市、宇城市）など

国内外の
石炭需要への対応

開国などをきっかけ
に、自力による近代化か
ら西洋先進諸国からの
積極的な技術導入に転
じ、外国機械の導入や
外国人技術者の指導に
よる取り組みを始めま
した。

【遺産名】
新波止砲台跡・旧集成
館機械工場・旧鹿児島
紡績所技師館（鹿児島
市）、旧グラバー住宅
（長崎市）など

積極的な技術導入
　欧米列強の東アジア
進出に伴う圧力に対す
る海防強化のため鉄製
大砲鋳造を目指した取
り組みが始まりました。
これが日本における近
代化の端緒といわれて
います。鎖国中であった
ため西洋先進諸国の技
術書を参考に伝統技術
を融合させることで進
められました。

【遺産名】
旧集成館（鹿児島市）、
萩反射炉（萩市）など

自力による近代化

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん
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れた4カ所の遺産からつながっている物語もあるし、4カ所の遺産へつながっている物

語もあります。
「近代化遺産をかたろ会」は、そんな物語をみんなで「かたろうよ」という思いから立ち上
げたもの。まずは、語り合い、知ることで、見方が変わるし、「何だか近代化遺産ってすごい
かも」と思う人はきっと増えてくれると思います。
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本、佐賀などの人たちと語り合い、それぞれの地域にある遺産がどのような物語で
つながっているのか。その全体に広がるドラマがきちんと見えることによって、九
州・山口といった広い範囲でもスムーズな協力体制ができると思います。
私たちの役割は、研究者の研究の成果をみなさんに分かりやすく、楽しく伝える
こと。研究者だけが遺産のすばらしさを知っているというのは、とてももったいない
と思うんです。市民が、地元にある遺産や歴史のすばらしさ、おもしろさに気付

いてこそ、世界遺産に登録される道は広がり、登録をされる意味も出てく
ると思っています。

○物件の所在する都道府県、市町村が共同で提案書
を作成し国に提出
○国による審査
○国の世界遺産暫定リストに追加
○ユネスコ世界遺産センターに暫定リストを提出
○推薦準備作業（「顕著な普遍的価値」の証明、「国内
における万全な保護措置」）
○暫定リストの中から条件が整ったものを、原則として
1年に1件ユネスコに推薦
○推薦された物件に関してユネスコの諮問機関・イコ
モスによる現地調査
○イコモスの報告に基づき世界遺産リストへの登録の
可否を決定

九州・山口の近代化産業遺産群は、暫定リストに追加さ
れることが決まりました。今後は本登録に向けて、推薦準
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国内産業の発達に伴
い、鉄に対する需要が高
まり、ドイツ技術の移植
によって官営八幡製鐵
所が設立されました。こ
れは軽工業中心に発展
してきた日本の産業構
造が重工業に移行して
いく新たな出発点となり
ました。

【遺産名】
官営八幡製鐵所関連
遺産（北九州市）

重工業化への転換

世界史的
意義

・日本の伝統技術と西洋技術との融合
・海外との積極的な交流
・石炭による世界的な海運への貢献
・極めて短期間（約50年間）での近代化の達成

ま
ず
は
、

み
ん
な
で

「
か
た
ろ
う
」

近代化遺産をかたろ会　事務局長　東川　隆太郎さん

薩摩藩がオランダの機械を導入して建
設した洋式機械工場。長崎製鉄所で技
術を習得した日本人技術者が招かれ、指
導に当たりました。

遺産名：旧集成館機械工場

外国船への石炭補給
や国内産業の発展に伴
うエネルギー源として
石炭需要が増加。九州
から産出される石炭が
それを支えていました。

【遺産名】
高島炭田関連遺跡（長
崎市）、三池炭田関連
遺産（大牟田市、荒尾
市、宇城市）など

国内外の
石炭需要への対応

開国などをきっかけ
に、自力による近代化か
ら西洋先進諸国からの
積極的な技術導入に転
じ、外国機械の導入や
外国人技術者の指導に
よる取り組みを始めま
した。

【遺産名】
新波止砲台跡・旧集成
館機械工場・旧鹿児島
紡績所技師館（鹿児島
市）、旧グラバー住宅
（長崎市）など

積極的な技術導入
　欧米列強の東アジア
進出に伴う圧力に対す
る海防強化のため鉄製
大砲鋳造を目指した取
り組みが始まりました。
これが日本における近
代化の端緒といわれて
います。鎖国中であった
ため西洋先進諸国の技
術書を参考に伝統技術
を融合させることで進
められました。

【遺産名】
旧集成館（鹿児島市）、
萩反射炉（萩市）など

自力による近代化

ぎ
ょ
う
か
い
が
ん
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思
い
ま
す
。

私
は
環
境
を
市
政
の
柱
に
据
え
て
い
ま
す
の
で
、

自
然
の
美
し
さ
、偉
大
さ
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
自

然
遺
産
も
ぜ
ひ
い
つ
か
訪
ね
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
い
っ
た
広
い
範
囲
で
世
界
遺
産
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
は
大
変
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。九
州
新
幹

線
が
全
線
開
通
す
る
と
本
市
か
ら
熊
本
市
ま
で
45

分
、福
岡
市
ま
で
80
分
程
度
。こ
れ
か
ら
は
一
つ
の

市
、一
つ
の
県
と
い
っ
た
単
位
で
物
事

を
考
え
ず
、
地
域
の
連
携
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。新
幹
線
で
結
ば
れ
連

帯
感
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
く
九
州

と
、す
ぐ
お
隣
の
山
口
が
今
回
助
け
合

い
な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
世
界
遺
産
を

目
指
す
こ
と
で
、九
州
全
体
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」が
好

文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る「
万
里
の
長
城
」

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
壮
大
な
眺
め
に
圧

倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、中
国
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
ま
し
た
。世
界
遺
産
に
選
ば
れ
て
い
る
場
所
は
ど
こ

も
、人
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
と

評
を
博
し
て
い

る
な
か
、
島
津

斉
彬
公
が
近
代

化
に
向
け
て
取

り
組
ん
だ
事
業

な
ど
の
遺
産
が

世
界
的
に
高
い

価
値
を
持
つ
と

の
評
価
を
受
け

た
こ
と
は
、
そ

の
偉
業
を
育
ん

だ
鹿
児
島
そ
の

も
の
を
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

今
回
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は

鹿
児
島
県
が
先
鞭
を
つ
け
ま
し
た
。本
市
は
県
都
と

し
て
、ま
た
遺
産
群
の
４
件
が
所
在
す
る
地
と
し
て

県
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

人
類
共
通
の
宝
物
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
。だ
か
ら
こ
そ
、そ
れ
は
と
て
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
で

は
あ
り
ま
す
が
、市
民
の
皆
さ
ん
、研
究
者
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
登
録
へ
向
け
た
努
力
を
積
み
重
ね

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
に
聞
く

森　博幸 市長森　博幸 市長

10月29日に発足した世界遺産登録推進協議会10月29日に発足した世界遺産登録推進協議会

■
今
回
は
九
州
、山
口
と
い
う
広
い
範
囲
で
の
暫
定

リ
ス
ト
登
載
で
す
が
、そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

■
最
後
に
、世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

の
意
気
込
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

■
こ
れ
ま
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
場
所
に
行
か

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

せ
ん
べ
ん

は
ぐ
く

〜
世
界
遺
産
を
目
指
す
九
州
・
山
口
の

　
　
　
　
　
　
　

近
代
化
産
業
遺
産
群
〜

1

4 5

6 7

15 16

8 9

10 11 12

13 14

17

19

18

2 3

福岡県

北九州市  旧本事務所①／旧鍛冶工場⑪／西田岸壁⑭／
　　　　東田第一高炉跡⑲
大牟田市 三池炭鉱宮原坑施設⑥
飯 塚 市 旧伊藤伝右衛門邸④
田 川 市 伊田竪坑第一・第二煙突⑧／伊田竪坑櫓⑯

佐賀県 唐 津 市 旧高取家住宅⑩

長崎県 長 崎 市  旧グラバー住宅②／端島炭坑⑤／小菅修船場跡⑮／
北渓井坑跡⑰

熊本県 荒 尾 市  三池炭鉱旧万田坑施設⑨
宇 城 市 三角旧港（三角西港）施設⑫

山口県 下 関 市 前田砲台跡③
荻 市 松下村塾⑦／恵美須ヶ鼻造船所跡⑬／萩反射炉⑱

鹿児島県以外の構成資産
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思
い
ま
す
。

私
は
環
境
を
市
政
の
柱
に
据
え
て
い
ま
す
の
で
、

自
然
の
美
し
さ
、偉
大
さ
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
自

然
遺
産
も
ぜ
ひ
い
つ
か
訪
ね
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
い
っ
た
広
い
範
囲
で
世
界
遺
産
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
は
大
変
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
す
。九
州
新
幹

線
が
全
線
開
通
す
る
と
本
市
か
ら
熊
本
市
ま
で
45

分
、福
岡
市
ま
で
80
分
程
度
。こ
れ
か
ら
は
一
つ
の

市
、一
つ
の
県
と
い
っ
た
単
位
で
物
事

を
考
え
ず
、
地
域
の
連
携
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。新
幹
線
で
結
ば
れ
連

帯
感
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
く
九
州

と
、す
ぐ
お
隣
の
山
口
が
今
回
助
け
合

い
な
が
ら
一
丸
と
な
っ
て
世
界
遺
産
を

目
指
す
こ
と
で
、九
州
全
体
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」が
好

文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る「
万
里
の
長
城
」

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
壮
大
な
眺
め
に
圧

倒
さ
れ
る
と
と
も
に
、中
国
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い
を
は

せ
ま
し
た
。世
界
遺
産
に
選
ば
れ
て
い
る
場
所
は
ど
こ

も
、人
の
心
を
ひ
き
つ
け
る
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
る
と

評
を
博
し
て
い

る
な
か
、
島
津

斉
彬
公
が
近
代

化
に
向
け
て
取

り
組
ん
だ
事
業

な
ど
の
遺
産
が

世
界
的
に
高
い

価
値
を
持
つ
と

の
評
価
を
受
け

た
こ
と
は
、
そ

の
偉
業
を
育
ん

だ
鹿
児
島
そ
の

も
の
を
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
す
る

大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

今
回
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は

鹿
児
島
県
が
先
鞭
を
つ
け
ま
し
た
。本
市
は
県
都
と

し
て
、ま
た
遺
産
群
の
４
件
が
所
在
す
る
地
と
し
て

県
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

人
類
共
通
の
宝
物
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
。だ
か
ら
こ
そ
、そ
れ
は
と
て
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
で

は
あ
り
ま
す
が
、市
民
の
皆
さ
ん
、研
究
者
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
登
録
へ
向
け
た
努
力
を
積
み
重
ね

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
に
聞
く

森　博幸 市長森　博幸 市長

10月29日に発足した世界遺産登録推進協議会10月29日に発足した世界遺産登録推進協議会

■
今
回
は
九
州
、山
口
と
い
う
広
い
範
囲
で
の
暫
定

リ
ス
ト
登
載
で
す
が
、そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

■
最
後
に
、世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

の
意
気
込
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

■
こ
れ
ま
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
場
所
に
行
か

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

せ
ん
べ
ん

は
ぐ
く

〜
世
界
遺
産
を
目
指
す
九
州
・
山
口
の
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代
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12

マ
な
ど
も
東
南
ア
ジ
ア
が
原
産
で
あ
る
。

天て
ん

明め
い

五（
一
七
八
五
）年
に
藩
が
物
価
を

定
め
た「
諸し

ょ

式し
き

値ね

定さ
だ
め

」と
い
う
資
料
に
は
、

か
る
か
ん
・
よ
う
か
ん
・
高
麗
餅
・
ま
さ
れ

か
ん
・
か
す
て
ら
・
に
し
き
糖
・
玉た

ま

椿つ
ば
き

・
人
参

糖
・
落
雁
・
長
崎
胡
麻
餅
・
最
中
ノ
月
・
花
ぼ

う
ろ
と
い
う
お
菓
子
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

か
す
て
ら
・
花
ぼ
う
ろ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
、か

る
か
ん
は
中
国
系
、高
麗
餅
は
朝
鮮
系
と
、

市
中
に
出
回
る
菓
子
も
国
際
色
豊
か
で

あ
っ
た
。篤
姫
は
そ
う
し
た
中
で
育
っ
た
。

東
京
大
学
史し

料り
ょ
う

編へ
ん

纂さ
ん

所し
ょ

に
あ
る「
薩
摩

藩
奥
女
中
文
書
」の
中
に
、篤
姫
付
の
つ
ぼ

ね（
幾
島
か
）が
、薩
摩
藩
の
奥
女
中
小
の

島
と
花
川
に
宛
て
た
手
紙
が
あ
る
。そ
れ
に

は
、篤
姫
が
薩
摩
の
赤
味
噌
し
か
口
に
し

な
い
た
め
、薩
摩
の
赤
味
噌
を
分
け
て
ほ
し

い
と
書
か
れ
て
い
る
。薩
摩
の
味
に
慣
れ
親

し
ん
で
い
た
篤
姫
が
、江
戸
城
内
の
味
に
と

篤姫が見た鹿児島

薩
摩
の
食
文
化
は
、日
本
の
他
の
地
域

の
も
の
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
た
。古
く
か

ら
外
交
易
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
、鎖
国
の

時
代
も
琉
球
を
経
由
し
て
海
外
の
物
資
・

情
報
が
流
入
し
て
い
た
た
め
、異
国
情
緒

あ
ふ
れ
る
食
文
化
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

例
え
ば
、豚
肉
食
。江
戸
時
代
、日
本
の

他
の
地
域
で
は
、仏
教
の「
殺
生
禁
断
」と

神
道
の「
け
が
れ
」の
思
想
の
影
響
で
獣
肉

食
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
。と
こ
ろ
が
薩

摩
藩
領
で
は
豚
肉
が
公
然
と
食
さ
れ
て
い

た
。こ
れ
は
中
国
・
琉
球
の
食
文
化
の
影
響

で
あ
る
。

篤
姫
は
、嘉か

永え
い

六（
一
八
五
三
）年
か
ら

安あ
ん

政せ
い

二（
一
八
五
五
）年
ま
で
、芝
藩
邸（
現

東
京
都
港
区
三
田
）で
暮
ら
し
て
い
た
が
、

東
京
都
港
区
教
育
委
員
会
が
そ
の
跡
地
を

発
掘
し
た
際
、大
量
の
豚
骨
が
出
土
し
関

係
者
を
驚
か
せ
た
。他
藩
の
藩
邸
跡
か
ら

は
獣
骨
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。

ま
た
、サ
ツ
マ
揚
げ
は
、琉
球
の「
チ
キ

ア
ー
ギ
」の
変
形
で
、も
と
も
と
は
中
国
南

部
や
東
南
ア
ジ
ア
の
料
理
で
あ
る
。郷
土

料
理
に
よ
く
使
わ
れ
る
ニ
ガ
ウ
リ
や
ヘ
チ

そ
の
５

【
薩
摩
の
食
文
化
】

ま
ど
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、明
治
の『
朝ち

ょ
う

野や

新し
ん

聞ぶ
ん

』に
、篤
姫
が

毎
晩
晩
酌
を
し
、周
り
の
者
た
ち
に
お
零こ

ぼ

れ
を
振
る
舞
っ
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。篤
姫
付
の
女
中
の
証
言
で
あ
る
。他

の
御
台
所
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
か
ら
語

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
読
ん
だ
時
、明
治
二
十
二（
一
八

八
九
）年
に
鹿
児
島
に
教
員
と
し
て
赴
任

し
た
新
潟
出
身
の
本ほ

ん

富ぷ

安や
す

四し

郎ろ
う

が
著
し
た

『
薩
摩
見
聞
記
』の
記
事
を
思
い
出
し
た
。

本
富
は
鹿
児
島
で
は
一
家
の
主
が
晩
酌
を

は
じ
め
る
と
、女
房
・
子
ど
も
が
側
に
集
ま

っ
て
一
緒
に
飲
み
出
す
と
驚
い
て
い
る
。

篤
姫
も
、幼
い
こ
ろ
か
ら
父
忠た

だ

剛た
け

の
相

手
を
し
て
飲
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。主

（
御
台
所
）が
飲
む
と
、家
の
者（
女
中
）た

ち
に
も
飲
ま
せ
る
の
は
当
た
り
前
、知
ら

ず
知
ら
ず
、薩
摩
風
の
酒
文
化
を
江
戸
城

に
持
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

文 

尚
古
集
成
館
副
館
長

　
　

松
尾　

千ち

歳と
し



13 篤姫が見た鹿児島

▪本格焼酎
江戸時代、南九州だけで飲まれていた本格焼酎。
今は全国で愛飲されている。

▪鹿児島の黒豚料理
鹿児島は、日本の他地域よりも長い豚肉食の歴史を持っている。現在、トンコツ・角煮・豚味噌のように郷土料理とし
て受け継がれたものだけでなく、しゃぶしゃぶやトンカツなど多種多様の食べ方で楽しまれている。
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砂
す な

田
だ

　光
こ う

紀
き

さん

昭和38年鹿児島市生まれ。博物館学芸員を
経て独立。公共施設・空間をプロデュースす
るオフィスフィールドノートを福岡で主宰し、
尚古集成館「平成の展示大改修」や150ポン
ド鉄製砲の復元を手がける。平成17年に『九
州遺産　近現代化遺産編101』を刊行、大き
な反響を呼ぶ。

略　　　　歴

知
ら
れ
ざ
る「
地
域
の
宝
」。

ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
は

そ
こ
に
あ
る

知
ら
れ
ざ
る「
地
域
の
宝
」。

ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
は

そ
こ
に
あ
る
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そ
こ
か
ら
は
、独
自
色
豊
か
な
鹿
児
島

に
生
ま
れ
た
誇
り
と
、郷
土
の
優
れ
た
素

材
を
地
元
の
人
に
こ
そ「
知
っ
て
ほ
し
い
、

使
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
熱
い
思
い
が
、ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

博
物
館
の
演
出
や
講
演
活
動
な
ど
で
、

全
国
を
東
奔
西
走
す
る
日
々
が
続
く
砂

田
さ
ん
に
と
っ
て
、旅
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
。

会
社
名
も
野
外
活
動
で
用
い
る
雑
記
帳
＝

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
ち
な
ん
で
い
る
。

「
人
知
れ
ず
埋
も
れ
て
い
る
、
そ
の
地

な
ら
で
は
の
良
い
素
材
を
掘
り
起
こ
し
た

い
」。未

来
に
伝
え
る
べ
き
価
値
あ
る
モ
ノ
と
、

そ
れ
を
保
存
・
活
用
す
る
た
め
の
ア
イ
デ

ア
が
書
き
込
ま
れ
た
砂
田
さ
ん
の「
フ
ィ
ー

ル
ド
ノ
ー
ト
」は
、旅
を
重
ね
る
た
び
に
そ

の
厚
み
を
増
し
て
い
る
。

美
し
い
写
真
と
簡
潔
な
説
明
で
、質
量

と
も
に
優
れ
た
九
州
近
代
化
遺
産
を
紹
介

し
、話
題
と
な
っ
た『
九
州
遺
産
』。刊
行
か

ら
３
年
を
経
て
、紹
介
し
た
多
く
の
遺
産

が
、世
界
遺
産
の
国
内
暫
定
一
覧
表
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
に
。「
記
載
は
価
値
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
い
。地
元
の
人
が“
わ
が

ま
ち
の
宝
”を
意
識
し
、保
存
・
活
用
す
る

取
り
組
み
が
大
切
」と
砂
田
さ
ん
は
語
る
。

学
芸
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、大
学
時

代
の
自
転
車
に
よ
る
日
本
一
周
だ
っ
た
。

「
え
っ
、こ
ん
な
に
も
違
う
の
か
」。日
本

各
地
の
多
様
性
に
関
心
を
持
ち
、民
俗
学

や
考
古
学
を
専
攻
。「
公
共
の
役
に
立
つ
仕

事
を
し
た
い
」と
の
思
い
を
胸
に
、県
内
の

博
物
館
学
芸
員
に
。と
こ
ろ
が
当
時
は
バ
ブ

ル
景
気
の
全
盛
期
。画
一
的
で
、ど
こ
に
で

も
あ
る
よ
う
な
公
共
施
設
が
各
地
で
乱
立

す
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、疑
問
を
感

じ
た
。

「
公
共
の
施
設
・
空
間
を
、地
元
の
モ
ノ

を
使
っ
て
演
出
し
て
み
た
い
」。

そ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、18
年
前

に
独
立
。博
物
館
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
事
務
所
を
福
岡
に
開

設
し
、現
在
に
至
っ
て
い
る
。

地
域
の
伝
統
や
魅
力
を
生
か
し
、施
設

づ
く
り
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
た
砂
田
さ
ん

に
と
っ
て
、九
州
へ
の
思
い
入
れ
は
格
別
だ
。

「
と
に
か
く
地
理
・
歴
史
・
文
化
・
人
情
が

濃
厚
で
す
ね
。そ
し
て
各
県
と
も
極
め
て

独
自
性
が
高
く
て
興
味
深
い
」。そ
ん
な
九

州
の
一
面
を
象
徴
す
る
の
が
各
地
に
残
る

近
代
化
遺
産
。執
筆
の
き
っ
か
け
は「
こ
の

ま
ま
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、失
わ
れ
て
い

く
の
は
惜
し
い
。も
っ
た
い
な
い
」だ
っ
た
。

「
写
真
を
見
て
、そ
の
価
値
を
感
じ
取

り
、過
去
を
見
直
し
て
ほ
し
い
」と
、九
州

の
山
野
を
駆
け
巡
っ
て
、２
０
０
カ
所
を
超

え
る
遺
産
の
撮
影
・
取
材
を
敢
行
し
た
。

そ
の
成
果
は『
九
州
遺
産
～
近
現
代
化

遺
産
編
１
０
１
』に
結
実
。本
は
版
を
重

ね
、産
業
観
光
と
い
う
分
野
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
も
に
な
っ
た
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
動
き
が
始

ま
っ
た
九
州
近
代
化
遺
産
に
は
、今
、再
び

熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
に
は
、か
つ
て
各
地
で
産
出
す

る
良
質
の
石
材
を
活
用
し
た
独
自
の
石
造

文
化
が
息
づ
い
て
い
た
。こ
う
し
た
地
元
の

人
で
さ
え
忘
れ
去
り
つ
つ
あ
る
、そ
の
土
地

な
ら
で
は
の「
材
料
、技
術
、デ
ザ
イ
ン
」。

こ
れ
ら
に
光
を
当
て
た
い
と
考
え
て
い

た
矢
先
、尚
古
集
成
館
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
。「
費
用
は
か
け
ず

に
知
恵
と
工
夫
を
こ
ら
す
」が
砂
田
さ
ん

の
モ
ッ
ト
ー
で
、精
巧
な
模
型
の
展
示
品
や

随
所
で
地
元
産
に
こ
だ
わ
っ
た『
平
成
の
展

示
大
改
修
』は
、ホ
ン
モ
ノ
指
向
の
観
光
客

か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

「
他よ

所そ

の
ま
ね
は
や
め
て
、鹿
児
島
な
ら

で
は
の
素
晴
ら
し
い
素
材
の
価
値
を
見
直

し
、保
存
・
活
用
す
る
こ
と
が
長
続
き
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。近
代
化
遺
産
に

は
そ
の
ヒ
ン
ト
が
き
っ
と
隠
さ
れ
て
い
る
」

と
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
も
提
言
す
る
。

地
元
の
モ
ノ
を
使
っ
た

公
共
の
施
設
・
空
間
づ
く
り

濃
厚
で
独
自
性
が
際
立
つ

魅
力
あ
ふ
れ
る「
九
州
」

「
鹿
児
島
ら
し
さ
」を

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
に

▪150ポンド砲（仙巌園）
薩英戦争時の薩摩藩の主力砲。砂田さん
が設計・施工のすべてに携わったこの巨砲
は、砲身や砲架が本格的に復元され、その
迫力は見る者を圧倒する。



16カメラトピックス

10月１日
谷山北公民館開館
市内14の地域公民館の中で最も広い図書
室を有する谷山北公民館。生涯学習の充
実と、谷山北部地区の交流拠点としての役
割が期待されます。

８月23日
第８回かごしま錦江湾
サマーナイト大花火大会
色とりどりの花火が大輪の花を咲かせるた
びに、歓声が上がりました。

８月26日
鹿児島市・熊本市・福岡市
交流連携協定を締結
九州新幹線全線開業を見据え、三市が連
携を強め、九州全体の一体的な発展に寄
与するため、今後、さまざまな交流を進め
ていきます。

10月10日
かごしま環境未来館開館
環境学習の拠点施設としての役割を担うかご
しま環境未来館。同日「かごしま環境都市宣
言」も行われ、宣言を記念するモニュメントの
除幕式も行われました。



17 カメラトピックス

10月19日
維新ふるさと館入館者200万人達成
入館者200万人を達成した維新ふるさと
館。より魅力的な施設にするため、来年2月
に維新体感ホールのリニューアルが予定さ
れています。

10月23日
「桜島」溶岩なぎさ公園足湯オープン
全長約100ｍを誇る日本最大級の足湯か
らは、雄大な桜島や錦江湾と市街地の眺
望を楽しむことができます。

10月21日
コミュニティバス「あいばす」運行開始
公共交通の不便な地域において、高齢者な
どの交通手段を確保するため、吉野・谷山・
喜入の3地域で運行を開始しました。

10月25日～28日
ねんりんピック鹿児島2008開催
60歳以上の高齢者を中心とした健康と福
祉の祭典「ねんりんピック」が本県で開催さ
れ、市内ではテニスやダンススポーツなど6
種目のスポーツ交流大会や文化交流が行
われました。

10月下旬
サルビア
（市役所本館）



　

市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る「
鹿
児
島
市
」。

　

福
祉
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、行

政
と
協
働
し
て
取
り
組
む
市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

Vol.5
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　

Ｓ
Ｃ
Ｃ

（
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ク
ル
）

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
シ
テ
ィ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
シ
テ
ィ
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が
上
が
る
に
連
れ
て
門
戸
が
狭
く
な
る

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
構
造
で
は
、レ
ベ
ル

の
違
う
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
も
受
け
皿
が
な
い
と
い
う
状
況

が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
部
活
や
実
業
団
は
同
世
代
の

人
た
ち
し
か
集
ま
ら
ず
、年
代
の
違
う

人
た
ち
が
共
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会

は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
が
支
え
る
べ

き「
文
化
」と
考
え
、年
齢
や
団
体
に
関

係
な
く
、誰
で
も
親
し
め
る
、楽
し
く
自

発
的
な
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指
し
て
、陸
上

や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
小
学
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
る「
多
世
代
型
陸

所
属
し
て
い
た
実
業
団
の
陸
上
部
が

平
成
12
年
３
月
に
休
部
に
な
り
、自
分
が

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場
を
失
っ
て
初
め
て
、

誰
で
も
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
場
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。そ
し
て
い
ろ
い

ろ
な
年
代
の
人
が
集
ま
り
、地
域
に
根

付
い
た
自
立
し
た
運
営
を
行
う
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
が「
Ｓ
Ｃ
Ｃ（
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ク
ル
）」を
設
立
し

た
き
っ
か
け
で
、平
成
12
年
７
月
か
ら
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

学
校
の
部
活
か
ら
実
業
団
へ
と
段
階

上
競
技
ク
ラ
ブ
運
営
事
業
」な
ど
、異

な
っ
た
年
代
の
人
が
参
加
で
き
る
取
り

組
み
は
全
国
で
も
珍
し
く
、こ
れ
か
ら
も

こ
だ
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
い
る
人
は
、「
健
康
に
な
ろ
う
」

と
必
死
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
。

「
健
康
に
な
ろ
う
と
遊
ぶ
の
で
は
な
く
、

た
だ
楽
し
い
か
ら
遊
ぶ
」子
ど
も
た
ち
の

視
点
が
大
人
の
健
康
づ
く
り
に
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
、市
の「
市
民
と
つ
く
る

協
働
の
ま
ち
事
業
」の
助
成
を
受
け
、「
楽

し
く
て
く
て
く
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
始

め
ま
し
た
。

し
か
し「
健
康
づ
く
り
」と
い
う
テ
ー

マ
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
に
し
て
も
、何
を

目
標
に
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。そ

こ
で
、歩
け
ば
歩
く
分
だ
け
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
成
長
し
て
い
く
歩
数
計
を
使
い
、

そ
の
成
長
を
運
動
の
目
標
に
、ウ
オ
ー
キ

ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、鬼
ご
っ
こ
な
ど
遊
び
の
動
き
を

取
り
入
れ
た「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」と
い
う
誰
で
も
で
き
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、楽
し

く
運
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
持

ち
、楽
し
み
な
が
ら
、そ
し
て
互
い
に
刺

激
を
受
け
る
こ
と
で
仲
間
づ
く
り
が
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

年
齢
に
関
係
な
く
み
ん
な
が
楽
し

く
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
く
こ
と
で
広

が
っ
た
裾
野
の
中
か
ら
、日
本
を
代
表
す

る
よ
う
な
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
も
育
つ

楽しみながらトレーニング。笑みがこぼれます

誰
も
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
く
て
く
て
く
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム

き
っ
か
け
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の

場
」
が
な
く
な
っ
た
こ
と

今
後
の
活
動
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取
材
中
に
聞
い
た
「
何
歳
に
な
っ
て
も
自

分
の
能
力
が
上
が
っ
て
い
く
喜
び
」
と
い
う

言
葉
。「
年
齢
に
関
係
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
」
を

目
指
す
Ｓ
Ｃ
Ｃ
さ
ん
の
思
い
を
感
じ
ま
し

た
。

取
◆

材
◆

メ
◆

モ

と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、地
域
の
方
々

や
行
政
な
ど
と
協
働
し
な
が
ら
、こ
れ

か
ら
も
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、介
護
予
防
の
面
や
体
力
低
下

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
へ
の
取
り
組
み
な
ど
健
康
や
福
祉
な

ど
の
分
野
で
、ス
ポ
ー
ツ
が
担
う
可
能

性
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
、そ
う
い
っ
た
人
た

ち
の
た
め
に
生
き
生
き
と
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
環
境
を
作
る
努
力
を
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

今日の歩数とキャラクターの成長を確認 楽しみながらトレーニング。笑みがこぼれます

参加者は目標に合わせて、自分のペースでウオーキングをしていきます

キャラクターが成長していく歩数計

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｓ
Ｃ
Ｃ

理
事
長　

太
田　

敬
介
さ
ん

話
を
し
て
く
れ
た
人
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水泳との出会いを育
は ぐ く

んで
　　　  くれた人と街に感謝

私の好きな場所

北京オリンピック競泳日本代表

宮下 純一さん

昭和58年、鹿児島市生まれ。鹿児島
大学教育学部附属小、付属中、甲南高
校を経て筑波大学に進む。卒業後は
㈱ホリプロに入社。今年5月のジャパ
ンオープン50ｍ背泳ぎで日本記録を
樹立。北京オリンピックでは100ｍ背
泳ぎ準決勝で日本新記録を出し、決
勝8位入賞、400ｍメドレーリレーで
は銅メダルを獲得。鹿児島市スポー
ツ栄誉賞第一号を受賞。

市
街
地
か
ら
見
る
桜
島
も
好
き
で
す
が
、錦
江

湾
を
挟
ん
で
、桜
島
側
か
ら
の
市
街
地
の
眺
め
は
、

特
に
思
い
出
深
い
風
景
で
す
。小
学
生
の
と
き
最
初

に
所
属
し
て
い
た
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
桜
島

の
小
池
海
岸
か
ら
磯
海
水
浴
場
へ
の
錦
江
湾
横
断

遠
泳
に
挑
戦
し
ま
し
た
。小
学
1
年
生
で
参
加
す

る
の
は
自
分
が
初
め
て
で
、あ
ま
り
の
練
習
の
き
つ

さ
に
、「
水
泳
を
や
め
た
い
」と
訴
え
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。「
や
め
る
か
ど
う
か
は
自
分
の
好
き
な
よ

う
に
す
れ
ば
い
い
。も
う
一
度
プ
ー
ル
に
行
っ
て
練

習
し
て
か
ら
考
え
な
さ
い
」と
い
う
父
の
言
葉
で
思

桜
島
か
ら
望
む

　
　

鹿
児
島
市
街
地



オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
て
、鹿
児
島
に
戻
る

と
、本
当
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
あ
た
た
か
い
拍
手

で
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
学
に
進
学
し
て

か
ら
は
、練
習
の
た
め
お
盆
も
正
月
も
ほ
と
ん
ど

帰
省
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、今
こ
う
し
て
帰
っ

て
き
て
、担
任
だ
っ
た
先
生
や
同
級
生
か
ら
電
話

を
も
ら
っ
た
り
、同
窓
会
を
開
い
て
も
ら
っ
た
り
し

て
会
え
る
こ
と
が
す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。メ
ダ
ル

獲
得
を
機
に
創
設
さ
れ
た
市
の
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉
賞

を
い
た
だ
い
た
の
も
と
て
も
光
栄
な
こ
と
で
す
。こ

れ
ま
で
自
分
が
応
援
を
も
ら
っ
た
分
、皆
さ
ん
や

後
輩
た
ち
に
元
気
や
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
存
在
に

な
ら
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。今
後
は
、ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ス
タ
ー
と
い
う
新
た
な
分
野
に
挑
戦
し
ま
す

が
、水
泳
を
通
じ
て
学
ん
だ
人
と
の
出
会
い
の
す

ば
ら
し
さ
、ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
自
分
の
言
葉

で
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

21 私の好きな場所

い
と
ど
ま
っ
て
練
習
を
続
け
、４
㎞
を
無
事
完
泳

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。目
標
を
達
成
で
き
た

う
れ
し
さ
と
ゴ
ー
ル
の
と
き
口
に
残
っ
た
苦
い
潮

の
味
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

幼
稚
園
か
ら
始
め
た
水
泳
の
練
習
は
週
１
回
の

休
み
を
除
い
て
、高
校
卒
業
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
。水
泳

と
勉
強
の
両
立
は
大
変
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

な
ん
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、中
学
、

高
校
で
親
身
に
な
っ
て
進
学
指
導
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
４
年
の
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本

代
表
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、大
学
卒

業
と
同
時
に
水
泳
は
や
め
る
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
翌
年
の
世
界
水
泳
に
出
場
し
た
と
き
、

た
ま
た
ま
今
の
会
社
の
人
が
見
て
く
れ
て
い
た
の

が
き
っ
か
け
で
卒
業
後
の
所
属
が
決
ま
り
、そ
の

ま
ま
水
泳
を
続
け
る
道
を
選
び
ま
し
た
。社
会
人

に
な
っ
て
し
ば
ら
く
は
そ
れ
ま
で
伸
び
続
け
て
い

た
記
録
が
思
う
よ
う
に
伸
び
ず
、精
神
的
に
落
ち

込
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、前
回
果
た
せ
な

か
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
、と
に
か
く
妥
協
せ
ず
に
練
習
を
積
み
重
ね
ま

し
た
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、競
技
会
場
の
プ
ー

ル
も
泳
ぎ
や
す
い
と
感
じ
ま
し
た
し
、食
事
を
含

め
て
体
調
管
理
も
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。入
賞
や

メ
ダ
ル
獲
得
が
で
き
た
の
は
、幸
運
に
も
す
べ
て

の
条
件
が
う
ま
く
か
み
合
っ
た
結
果
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

湯之平展望所から思い出の磯海水浴場を望む

小学校時代毎年参加した錦江湾横断遠泳（中央）
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中
山
の
虚
無
僧
踊
り

中
山
の
虚こ

無む

僧
そ

う

踊
り

～民俗芸能編～

ふるさと再発見

所
在
地
／
中
山
町
、県
指
定
文
化
財
（
民
俗
芸
能
／
踊
り
は
中
山
町
下
虚
無
僧
踊
保
存
会
）



本
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に

宅
地
化
が
進
む
中
山
町
。そ
こ
に
伝
わ
る

虚
無
僧
踊
り
は
、扇
子
・
尺
八
・
小
太
刀
・
六

尺
棒
と
い
っ
た
持
ち
物
を
自
在
に
操
る
勇

壮
活
発
な
踊
り
で
、数
あ
る
棒
踊
り
の
中

で
も
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

保
存
会
に
よ
る
と
、踊
り
の
由
来
は
豊

臣
家
の
遺
臣
・
有
水
善
右
衛
門
重
政
が
中

山
に
落
ち
の
び
、お
家
再
興
を
目
指
し
て
、

農
民
に
棒
術
を
教
え
た
の
が
始
ま
り
だ
と

い
う
。そ
の
後
、幕
末
に
至
り
、薩
摩
藩
の
不

穏
な
動
き
を
探
索
す
る
た
め
幕
府
隠
密
が

数
多
く
潜
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
あ
る
と

き
、中
山
近
く
の
旧
伊
作
街
道
で
、虚
無
僧

姿
の
隠
密
を
農
民
た
ち
が
棒
を
持
っ
て
取

り
囲
み
打
ち
合
い
に
な
っ
た
。隠
密
は
、最

初
は
扇
子
で
あ
し
ら
っ
て
い
た
が
、次
は
尺

八
で
、さ
ら
に
小
太
刀
で
応
戦
し
、つ
い
に

農
民
た
ち
は
返
り
討
ち
に
あ
っ
た
。そ
の
場

所
は
、血
で
赤
く
染
ま
っ
た
こ
と
か
ら
赤
土

坂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、中
山
の
人
々

は
、犠
牲
と
な
っ
た
農
民
た
ち
の
勇
気
を

讃
え
、後
世
に
伝
え
よ
う
と
虚
無
僧
踊
り

が
編
み
出
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
踊
り
は
、元
来
、旧
暦
九
月
二
十
九

日
に
村
の
氏
神
・
白
山
神
社
の
秋
祭
り
に

奉
納
さ
れ
て
い
た
。踊
り
の
中
心
は
中
山

町
下
の
平
馬
場
・
福
永
・
真
方
・
大
薗
の
四

地
区
の
二に

才せ

組（
青
年
）た
ち
。踊
り
の
構

成
は「
歌
い
手
」「
ハ
タ
ツ
キ
」「
踊
り
手
」か

ら
な
る
。

踊
り
手
は
、虚
無
僧
と
棒
使
い
に
分
か

れ
る
。虚
無
僧
は
扇
子
を
持
ち
、右
腰
に
尺

八
、左
腰
に
小
太
刀
を
指
し
、棒
使
い
は
、

絣か
す
り

の
単ひ

と

衣え

に
白
鉢
巻
き
、た
す
き
、わ
ら
じ

履
き
で
、ず
し
り
と
重
い
樫
の
六
尺
棒
を

持
つ
。

踊
り
は
、「
庭
入
り
」（
入
場
）の
の
ち
、一

番
か
ら
五
番
ま
で
踊
り
、「
引
き
庭
」（
退

場
）で
終
わ
る
が
、終
始
一
貫
、気
合
い
の
こ

も
っ
た
迫
力
が
み
な
ぎ
っ
て
お
り
、息
も
つ

か
せ
ぬ
激
し
い
立
ち
回
り
は
、見
る
も
の
を

飽
き
さ
せ
な
い
。

虚
無
僧
は
、踊
る
た
び
に
扇
子
・
尺
八
・

小
太
刀
と
、次
々
に
持
ち
物
を
換
え
て
い

き
、最
後
に
左
手
に
尺
八
、右
手
に
小
太
刀

を
持
っ
て
打
ち
合
う
と
い
う
風
に
変
化
し

て
い
く
の
が
大
き
な
特
徴
で
、語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る「
赤
土
坂
の
闘
い
」と
ぴ
っ
た
り

符
号
し
、踊
り
の
形
態
も
洗
練
さ
れ
て
お

り
、文
化
財
と
し
て
の
評
価
も
高
い
。

こ
の
棒
踊
り
は
戦
時
中
、男
手
が
不
足

し
た
た
め
、一
時
途
絶
え
て
い
た
が
戦
後
、

地
域
住
民
の
熱
意
で
見
事
に
復
活
し
、現

在
に
至
っ
て
い
る
。

伝
統
芸
能
の
後
継
者
不
足
が
叫
ば
れ

る
今
日
、保
存
会
で
は
地
元
の
小
・
中
学
生

や
、Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
で
帰
郷
し
た
青
年
を

中
心
に
後
継
者
育
成
に
努
め
て
お
り
、地
元

で
の
建
物
の
落
成
式
な
ど
で
踊
り
を
披
露

す
る
な
ど
、伝
統
芸
能
の
灯
を
絶
や
す
ま
い

と
、地
道
な
保
存
活
動
を
続
け
て
い
る
。

歴
史（
ｈ
ｉ
ｓ・

ｔ・

ｏ・

ｒ・

ｙ・

）は
多
く
の
物
語

（
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
）で
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
。虚

無
僧
踊
り
は
、い
か
に
も「
尚
武
の
国
・
薩

摩
」に
ふ
さ
わ
し
い
興
味
深
い
物
語
性
を
宿

し
て
お
り
、地
域
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重

な
伝
統
芸
能
と
し
て
独
特
の
輝
き
を
放
っ

て
い
る
。

▪
虚
無
僧
と
は

禅
宗
の
一
派
で
あ
る
普ふ

化け

宗
の
僧

で
、独
特
の
服
装
で
各
地
を
行
脚
し

た
。剃て

い

髪は
つ

せ
ず
僧
衣
も
つ
け
な
い
半

僧
半
俗
の
存
在
で
、幕
府
の
諜ち

ょ
う

報ほ
う

活

動
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ふるさと再発見23

幕
府
隠
密
と
農
民
の
闘
い
ぶ
り
を
伝
え
る
棒
踊
り
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「体育祭の朝」

あなたのフォトサロン

「ファイトー！」

「　南　　　風　」
県立鹿児島南高等学校写真部

「ゴール」

この広告の有効期間は平成21年３月31日までです。



25 あなたのフォトサロン

「木陰」

「空き地の住人」

「枯草」

鹿児島市坂之上五丁目3-15
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「
薩
摩
糸
び
な
」の
製
作
は

江
戸
時
代
初
期
に
始
ま
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
。戦
前
ま
で
、

長
女
が
生
ま
れ
た
家
に
贈
る

習
わ
し
が
あ
り
、桃
の
節
句
に

は
贈
ら
れ
た
糸
び
な
を
ひ
な

壇
に
飾
っ
て
、そ
の
数
を
誇
り

ま
し
た
。

人
形
の
本
体
は
一
本
の
竹
。

顔
が
な
く
、髪
が
麻
糸
で
で
き

て
い
る
の
が
特
徴
で
、生
ま
れ

た
子
ど
も
が
健
康
に
育
つ
よ

う
に
と
の
願
い
を
こ
め
て
、強

く
丈
夫
な
麻
糸
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

竹
の
胴
体
に
、色
紙
や
布
を

一
枚
一
枚
重
ね
て
作
ら
れ
、着

物
の
図
柄
は
、作
者
の
手
書

き
に
よ
る
も
の
。季
節
の
花
々

の
ほ
か
、翁お

き
な

と
嫗お

う
な

な
ど
男
女
の

組
み
合
わ
せ
が
描
か
れ
、今

年
は「
篤
姫
」を
イ
メ
ー
ジ
し

た
図
柄
も
加
わ
り
ま
し
た
。

し
お
り
大
か
ら
長
さ
40
㎝

ほ
ど
の
も
の
ま
で
、飾
り
方
に

合
わ
せ
て
、さ
ま
ざ
ま
な
大

き
さ
が
あ
り
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
手
法
で
作
ら

れ
た
素
朴
で
か
わ
い
ら
し
い

糸
び
な
は
、子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
願
う
気
持
ち
と

と
も
に
、今
も
多
く
の
人
に
愛

さ
れ
て
い
ま
す
。

美
し
く
健
や
か
に

　

今
も
昔
も
変
わ
ら
ぬ
祈
り
を
込
め
て

小澤人形　　　　　　

小澤　隆一さん
新山　礼子さん
現在、薩摩糸びなを製作している
唯一の工房。戦後、途絶えていた糸
びなを復活させた母の小澤スミ子さ
んから姉弟で技法を受け継ぐ。鹿児
島に古くから伝わる糸びなの伝統を
広く伝えようと、糸びな教室も開催
している。

薩
摩
糸
び
な

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

顔
が
な
く
髪
は
麻
糸
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～トレビス～
生産農家

上野 勝義さん
よしかつ

の

と れ た て

かごしま
市
内
各
地
に
は

お
い
し
い
旬
の
め
ぐ
み
が
い
っ
ぱ
い
。

取
れ
た
て
新
鮮
、安
心
な
市
内
産
の

大
地
の
め
ぐ
み
、海
の
め
ぐ
み
と

生
産
者
お
す
す
め
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
。

あ
な
た
の
食
卓
を
、

鹿
児
島
の
旬
の
め
ぐ
み
で

彩
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

■
ト
レ
ビ
ス
っ
て
？

ト
レ
ビ
ス
は
、イ
タ
リ
ア
原
産
の
キ
ク
科
の
植
物

で
、紫
キ
ャ
ベ
ツ
に
よ
く
似
て
い
る
が
、全
く
別
の
種

類
。歯
ざ
わ
り
は
、レ
タ
ス
よ
り
し
っ
か
り
し
て
い

て
キ
ャ
ベ
ツ
よ
り
も
や
わ
ら
か
い
。紫
と
白
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
印
象
的
な
野
菜
だ
。こ
の
紫
色
は
、ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
と
同
じ
ア
ン
ト
シ
ア
ン
と
い
う
色
素
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

口
に
す
る
と
ほ
ろ
苦
い
そ
の
味
は
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
主
に
サ
ラ
ダ
の
彩
り
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

■
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
な
野
菜

今
か
ら
５
年
前
、鹿
児
島
大
学
農
学
部
と
都
市

農
業
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、ト
レ
ビ
ス
の
安
定
生
産

に
向
け
た
栽
培
技
術
の
研
究
が
ス
タ
ー
ト
。

実
際
に
セ
ン
タ
ー
近
く
の
農
家
で
栽
培
し
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、栽
培
を
始
め
た
の
が
、

犬
迫
町
の
上
野
さ
ん
夫
婦
。最
初
２
０
０
㎡
だ
っ
た

作
付
面
積
も
、今
で
は
10
倍
の
広
さ
に
な
っ
た
。

冬
野
菜
で
、11
月
下
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、12

月
に
旬
を
迎
え
る
。３
年
ほ
ど
前
か
ら
、２
月
～
５
月

に
も
栽
培
し
、年
２
回
出
荷
を
続
け
て
い
る
。寒
い
時

期
に
栽
培
を
す
る
せ
い
か
、虫
が
あ
ま
り
つ
か
ず
、環

境
、人
に
優
し
い
低
農
薬
栽
培
が
可
能
に
。「
ほ
ろ
苦

い
味
だ
か
ら
、虫
も
食
べ
な
い
の
か
も
」と
笑
っ
て
語

る
妻
の
ノ
リ
子
さ
ん
。ト
レ
ビ
ス
は
、き
ざ
ん
で
水
に

さ
ら
す
と
、苦
味
は
な
く
な
り
、子
ど
も
で
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
。

犬
迫
町
か
ら
始
ま
っ
た
栽
培
は
、平
成
16
年
11
月

の
合
併
後
、喜
入
・
松
元
・
郡
山
地
域
に
ま
で
広
が
っ

た
。「
今
は
外
国
産
が
主
流
だ
が
、食
の
安
全
に
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
今
を
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
、市
内
産

ト
レ
ビ
ス
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
た
い
」と
上
野
さ

ん
。ト
レ
ビ
ス
は
、鹿
児
島
の
食
の
未
来
を
も
っ
と
豊

か
な
も
の
に
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

とれたて旬のかごしま 28

「トレビスとキャベツと豚肉のピリ辛炒め」
１．材料(4人分)
トレビス1/2玉、キャベツ
1/2玉、豚ロース薄切り
200ｇ、深ネギ1本、シメ
ジ60ｇ、豆板醤小さじ1、
Ａ(鶏ガラスープの素小さ
じ1、酒大さじ2、しょう
ゆ・砂糖各小さじ2、赤味
噌20ｇ、片栗粉大さじ1を
1/2カップの水で合わせ
ておく)

２．料理手順
①サラダ油で豚ロース肉、豆板醤を炒め、火が通ったら深ネギ、シメジ
を入れ炒める。
②キャベツ、トレビスの順に入れ(トレビスは色が変わりやすいので、
さっと混ぜる程度)、Ａを混ぜながら加え、トロミが付いたらできあ
がり。

生産者
おすすめ
レシピ

生産者
おすすめ
レシピ

外葉をむくと中から鮮やかな紫があらわれる

内側から紫色にだんだん色付き、結球したら収穫を迎える
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ゆったりとした音楽が流れる教室に、

「スー」と深い呼吸の音が響きます。

市内で働く青少年の余暇の充実などを目

的に設置されている勤労青少年ホーム。そ

の講座の一つ「ピラティス」講座のひとこま

です。

2時間の講座のうち、最初の1時間は、ス

トレッチで体をほぐします。休憩をはさんで、

本格的なピラティスへ。ピラティスは筋力ト

レーニングとストレッチを組み合わせた運

動法で、体の奥深くにある筋肉を鍛えます。エ

アロビクスのように激しい動きはありません

が、意外とハード。体がほぐれないうちにピラ

ティスを始めてしまうと、ひどい筋肉痛になっ

てしまうこともあるほどです。その分、体を絞る

効果や姿勢を美しくする効果が大きく、女性

に人気があります。

ピラティスで大切なことは、「呼吸」と「意

識」。ひとつひとつの動きを確認しながら、

ゆっくりと、静かに講座は進みます。

受講生に話を聞くと「仕事で疲れていても、

ピラティスをしたら体も気分もすっきりします」

「家で１人でもできるからいいですね。でもこ

こで講師の先生や仲間に自分の姿勢を見て

もらうことが上達の近道です」とのこと。

１人でできる健康づくりも仲間と一緒だと

楽しく、効果もさらにアップしそうです。

今日も元気です！！

　いつまでも健やかに心豊かに暮らすことはみんなの願い。市では、健康づくりの輪

を広げるため「かごしま市民健康5
ゴー

5
ゴー

プラン」を策定し、市民の皆さんの健康づくりを

応援しています。

　このコーナーでは、誰にでもできる健康づくりに取り組んでいる皆さんを紹介します。

勤労青少年ホーム講座「ピラティス」

静かな体力づくり

呼吸に意識を集中

体に正しい姿勢を覚えさせます
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市 

営 

施 

設 

編

［
平
川
動
物
公
園

］

昭
和
47
年
10
月
、
56
年
間
の
歴
史
を
刻
ん

だ
鴨
池
動
物
園
が
平
川
町
に
移
転
し
、開
園
し

ま
し
た
。

雄
大
な
桜
島
と
波
静
か
な
錦
江
湾
を
望

み
、
園
内
に
五
位
野
川
が
流
れ
る
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
の
中
、
開
園
以
来
多
く
の
市
民
・
県

民
、
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
開
園

35
年
目
の
平
成
19
年
10
月
に
は
入
園
者
数
が

２
０
０
０
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
７
年

を
か
け
て
、
全
国
初

の
温
泉
を
利
用
し
た

動
物
園
へ
と
全
面
改

修
す
る
予
定
で
す
。

足
湯
の
設
置
や
動
物

の
入
浴
・
療
養
、
床

暖
房
施
設
の
導
入
な

ど
、
人
に
、
動
物
に
優
し
い
動
物
公
園
を
目
指

し
ま
す
。

錦江湾公園

五位野川

錦江湾

休養ひろば

花菖蒲園

ツル舎

サル山

コアラ館

フライングケージ

遊園地

猛獣舎

駐車場

正面ゲート

アフリカ園

クマ・アシカ舎

タッチングコーナー

ゾウ舎
リスの森

オーストラリア園

類人猿・サル舎
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